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二
〇
二
五
年
問
題
で
人
づ
く
り
加
速

古
き
良
き
伝
統
残
し
つ
つ
成
長
へ
変
革
を

晴
工
雨
読
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二
〇
二
五
年
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。新
年

を
迎
え
た
一
月
は
仕
事
の
付
き
合
い
で

も
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
酒
宴
の
席
が
増

え
る
方
は
多
か
ろ
う
。酒
の
種
類
も
飲
み

方
も
多
様
化
が
進
み
、最
近
は
ア
ル
コ
ー

ル
が
苦
手
な
人
向
け
の
低
・
微
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
の
商
品
も
豊
富
だ
。

　
昔
か
ら
国
内
で
生
産
さ
れ
て
き
た
清

酒（
日
本
酒
）や
焼
酎
な
ど
の「
和
酒
」

の
ほ
か
、明
治
以
後
に
実
用
的
な
生
産
が

開
始
さ
れ
た
ビ
ー
ル
、ワ
イ
ン
、ウ
イ
ス

キ
ー
な
ど
の「
洋
酒
」を
含
め
、国
内
の

酒
造
業
は
多
角
化
を
進
め
て
き
た
。そ
の

一
方
、成
人
の
飲
酒
人
口
は
減
り
続
け
て

い
る
。

　
酒
類
業
の
所
管
官
庁
で
あ
る
国
税
庁

出
金
額
は
過
去
最
高
の
一
、三
九
二
億

円
。品
目
別
で
は
清
酒（
四
七
五
億
円
）

と
ウ
イ
ス
キ
ー（
五
六
一
億
円
）で
全
体

の
七
割
超
を
占
め
て
い
る
。

文
化
遺
産
登
録
で
魅
力
発
信

　
二
〇
二
五
年
の
年
明
け
を
前
に
、和
酒

の
製
造
・
販
売
関
係
者
に
吉
報
が
届
け

ら
れ
た
。昨
年
十
二
月
、国
連
教
育
科
学

文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の
無
形
文
化
遺

産
に
日
本
の「
伝
統
的
酒
造
り
」の
登
録

が
決
ま
っ
た
。こ
う
じ
菌
を
用
い
て
日
本

各
地
の
気
候
風
土
に
合
わ
せ
、酒
造
り
の

総
責
任
者
で
あ
る
杜と

う
じ氏

、そ
の
下
で
こ
う

じ
造
り
な
ど
に
携
わ
る
蔵く

ら
び
と人

ら
職
人
の

経
験
に
基
づ
き
築
き
上
げ
ら
れ
た
、日
本

酒
や
焼
酎
、泡
盛
な
ど
を
造
る
技
術
だ
。

　
様
々
な
手
法
で
造
ら
れ
る
酒
は
、御
神

酒
や
奉
献
酒
な
ど
儀
式
や
祭
礼
行
事
と

い
っ
た
日
本
文
化
に
深
く
根
付
い
て
い

る
。ユ
ネ
ス
コ
の
政
府
間
委
員
会
は「
酒

は
日
本
の
祭
り
、結
婚
式
、通
過
儀
礼
、

そ
の
他
多
く
の
社
会
的
・
文
化
的
行
事

に
欠
か
せ
な
い
も
の
」と
の
認
識
を
示
し

た
う
え
で
、「
酒
造
り
に
は
多
く
の
人
手

と
強
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な
た
め
、

が
昨
年
六
月
に
ま
と
め
た「
酒
レ
ポ
ー

ト
」で
は
、少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

よ
る
人
口
動
態
の
変
化
、消
費
者
の
低
価

格
志
向
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
嗜

好
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、国
内
市
場
は
縮

小
傾
向
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
各
酒
類
の
課
税
数
量
の
構
成
比
率
の

推
移
を
見
る
と
、そ
の
構
成
は
大
き
く

変
化
。特
に
ビ
ー
ル
の
課
税
数
量
が
激
減

し
て
お
り
、ビ
ー
ル
か
ら
低
価
格
の
発
泡

酒
や
チ
ュ
ー
ハ
イ
と
い
っ
た
リ
キ
ュ
ー
ル

（
い
わ
ゆ
る『
新
ジ
ャ
ン
ル
飲
料
』）な
ど

に
消
費
が
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
一
因

と
考
え
ら
れ
る
。

　
酒
税
の
課
税
額
は
一
九
九
四
年
度
の

ピ
ー
ク
時
の
二
・
一
二
兆
円
か
ら
減
少

職
人
間
の
社
会
的
つ
な
が
り
、原
料
を
供

給
す
る
農
家
を
含
む
地
域
住
民
と
の
つ

な
が
り
を
強
め
、社
会
的
結
束
に
貢
献
す

る
」な
ど
と
評
価
し
て
い
る
。

　
日
本
の
無
形
文
化
遺
産
登
録
は
今
回

で
二
三
件
目
。も
の
づ
く
り
産
業
か
ら

は
、こ
れ
ま
で
に
和
紙
や
伝
統
建
築
工
匠

の
技
な
ど
が
登
録
済
み
。世
界
に
誇
れ
る

酒
造
り
技
術
の
登
録
を
受
け
、石
破
茂

首
相
は「
日
本
各
地
で
人
か
ら
人
へ
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
伝
統
的
な
技
術

を
守
り
、次
の
世
代
に
継
承
す
る
」と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、「
国
内
の
み
な
ら

ず
海
外
の
方
に
も『
伝
統
的
酒
造
り
』を

知
っ
て
い
た
だ
き
、地
方
創
生
や
海
外
へ

の
更
な
る
展
開
に
も
つ
な
が
る
よ
う
、関

係
者
の
方
々
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い

き
た
い
」と
表
明
し
た
。

　
日
本
の
伝
統
的
な
こ
う
じ
菌
を
使
っ

た
酒
造
り
技
術
の
保
存
会
な
ど
の
関
係

団
体
は
、国
内
外
で
の
市
場
の
広
が
り
に

期
待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、酒
造
り
の
担

い
手
の
確
保
・
育
成
に
一
段
と
注
力
す

る
考
え
だ
。酒
類
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
が
進
む
な
か
、杜
氏
な
ど

専
門
家
が
有
す
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

継
承
は
大
き
な
課
題
。今
回
の
登
録
を
機

傾
向
が
続
き
、コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇
二
〇
、

二
〇
二
一
年
度
は
最
低
の
一
・
一
三
兆

円
。二
〇
二
二
年
度
は
一
・
一
九
兆
円
と

回
復
基
調
が
う
か
が
え
る
。同
年
度
の
酒

税
収
入
の
内
訳
は
ビ
ー
ル（
約
四
、四
〇

五
億
円
）、発
泡
酒（
約
七
八
九
億
円
）、

チ
ュ
ー
ハ
イ
な
ど
新
ジ
ャ
ン
ル
が
大
部
分

の
リ
キ
ュ
ー
ル（
約
二
、三
八
八
億
円
）を

合
わ
せ
た
低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
全
体
の

約
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。

　
課
税
数
量
は
一
九
九
四
～
二
〇
〇
一

年
度
に
か
け
て
一
、〇
〇
〇
万
㌔
㍑
台

（
ピ
ー
ク
は
一
九
九
九
年
度
一
、〇
一
七

万
㌔
㍑
）で
堅
調
に
推
移
し
た
も
の
の
、

そ
れ
以
降
は
減
少
を
続
け
て
二
〇
二
一

年
度
に
は
七
九
九
万
㌔
㍑
ま
で
落
ち
込

に
、酒
造
り
の
魅
力
発
信
や
働
き
や
す
い

環
境
整
備
を
推
進
し
、人
づ
く
り
に
弾
み

を
付
け
た
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

成
長
型
経
済
へ
の
チ
ャ
ン
ス
に

　
酒
造
業
に
限
ら
ず
、建
設
業
を
含
め

て
日
本
全
体
で
担
い
手
確
保
の
問
題
は

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。二
〇
二
五
年
問

題
が
叫
ば
れ
る
今
年
、国
民
の
五
人
に
一

人
が
後
期
高
齢
者（
七
五
歳
以
上
）の
超

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。戦
後
の
第
一

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
で
生
ま
れ
た「
団
塊
の

世
代
」が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、日
本
の

総
人
口
の
約
三
人
に
一
人
が
六
五
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
る
こ
と
に
。高
齢
化
と

同
時
に
少
子
化
も
進
ん
で
お
り
、生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な

い
情
勢
だ
。

　
二
〇
二
五
年
問
題
が
日
本
社
会
や
経

済
に
与
え
る
影
響
は
労
働
力
不
足
だ
け

で
な
く
、年
金
や
医
療
保
険
、介
護
保

険
、生
活
保
護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度

を
維
持
す
る
た
め
に
国
が
支
出
す
る「
社

会
保
障
費
の
負
担
増
大
」、医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
高
く
な
る
こ
と
で
十

分
な
人
材
の
確
保
が
追
い
付
か
な
く
な

ん
だ
。

　
個
別
の
酒
類
の
う
ち
、清
酒
の
課
税
数

量
は
一
九
七
三
年
度
の
ピ
ー
ク
時（
一
七

七
万
㌔
㍑
）か
ら
、二
〇
二
二
年
度
に
は

三
割
以
下
の
四
一
万
㌔
㍑
ま
で
減
少
。更

に
細
か
く
分
析
す
る
と
、タ
イ
プ
別
に
見

た
清
酒
の
課
税
移
出
数
量
は
普
通
酒
が

減
少
す
る
一
方
、純
米
酒
や
純
米
吟
醸

酒
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。清
酒

製
造
業
の
出
荷
金
額
の
単
価
も
上
昇
基

調
に
あ
り
、よ
り
高
付
加
価
値
の
商
品
へ

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
輸
出
に
つ
い
て
も
、清
酒
や
ウ
イ
ス

キ
ー
な
ど
の
日
本
産
酒
類
の
国
際
的
な

評
価
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
年
々
増

加
し
、二
〇
二
二
年
の
日
本
産
酒
類
の
輸

る「
医
療
・
介
護
体
制
維
持
の
困
難
化
」

な
ど
を
招
く
。社
会
保
障
費
に
回
る
予

算
が
増
え
れ
ば
当
然
、防
災
・
減
災
、国

土
強
靱
化
な
ど
、安
全
・
安
心
な
国
土
づ

く
り
に
要
す
る
予
算
や
人
材
の
確
保
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
二
〇
二
五
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方

針
で
政
府
は
、「
賃
上
げ
と
投
資
が
け
ん

引
す
る
成
長
型
経
済
」へ
の
確
実
な
移
行

を
最
重
要
課
題
に
掲
げ
る
。施
策
の
方

向
性
と
し
て
、建
設
・
物
流
、医
療
・
介

護
な
ど
の
現
場
で
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
や
職
場
環

境
の
改
善
に
よ
り
、更
な
る
賃
上
げ
を
支

援
す
る
。防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
の

取
組
み
も
着
実
に
推
進
す
る
と
し
、こ
れ

ま
で
以
上
に
必
要
な
事
業
が
継
続
的
・

安
定
的
に
切
れ
目
な
く
進
め
ら
れ
る
よ

う
、「
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」を

早
急
に
策
定
す
る
と
し
て
い
る
。

　
変
革
期
は
旧
態
依
然
と
し
た
社
会
の

仕
組
み
や
組
織
の
あ
り
方
を
見
直
し
、新

た
な
成
長
・
発
展
へ
と
つ
な
ぐ
チ
ャ
ン
ス

の
時
期
で
も
あ
る
。建
設
業
も
古
き
良
き

伝
統
を
残
し
つ
つ
、時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い

商
慣
行
な
ど
、ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
大
き

く
転
換
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
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